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2016 年度 つづきナビ倶楽部 散策ガイド       2016年 5月 27 日作成 

⑥鶴ヶ峰周辺と畠山重忠の史跡を訪ねる  

催行日 6月 8 日（水） 

鶴ヶ峰駅（９時）～鎧の渡し緑道～首塚～畠山重忠公の碑～鶴ヶ峰ｺﾐｭﾆﾃｲﾊｳｽ～薬王寺～ 

鶴ヶ峰神社・駕籠塚～白根地区ｾﾝﾀｰ～万葉の歌碑～白糸の滝～白根神社～白根不動尊～ 

蛇塚～白根村道橋改修碑～帷子川親水緑道～鶴ヶ峰駅 解散 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  上図の「⑥すずり石水跡」「⑬帷子川分水路」はスキップします。 

   駅北口正面の商店街を抜け広い通りに出る 信号を渡り振り向くと大きなマンションが（駅の目印となります） 
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信号を渡り右手に横浜銀行・みずほ銀行を見て、その先の左側の緑道に入ります。ここは帷子川を埋め

立てて造られた緑道です。昔、鎧をつけて渡ったという話から「鎧の渡し緑道」と命名されています。 

突き当りの正面に旭区総合庁舎があり、その塀の向こう側に首塚の標識があります。 

     ここから緑道に入ります              帷子川を埋め立ててできた鎧の渡し緑道 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

緑道に入り口にある案内板 
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      緑道の終点近くに首塚があります。井戸で洗われた首が此処に埋められたのでしょうか？ 

道を役所に沿って表通りに出ます。厚木街道（鶴ヶ峰駅入口）を渡って直進。しばらく進むと左手に重忠

公の碑とさかさ矢竹があります。 
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さかさ矢竹の由来 

畠山重忠は戦に敗れ、死の直前に「わが心正しければ この

矢にて枝葉を生じ繁茂せよ」と、矢二筋を地に突き刺しました。

やがてこの矢が根付き茂り続けました。そして「さかさ矢竹」

と呼ばれるようになりました。没後 800 年に当たり、この地に

植え替え育てているそうです。Ｈ１７．６．２２ 

帷子川に沿っ

て進み、途中

から右に旧帷

子川を埋め立

てっ作った遊

歩道に入り、

また元の道に

出てきます。今川親水橋を過ぎ、公園橋のところで川

と分かれ右に入ります。鶴ヶ峰本町公園を右に見て広

い通りに出ます。正面に Watt Mann の店があります。右折して直ぐに左折、Watt Mann 

の正面に出ます。信号を渡り左に、直ぐに右に階段を上がります。16 号線に出て薬王寺入口バス停の先

を左に入れば薬王寺が右に現れます。 

   帷子川に沿って進み、途中から緑道へ     

  公園橋のところで川と分かれ右に入り、16 号線に出ます 

薬王寺の境内には重忠公の塚が6か所あり、これを六つ塚と呼んでいます。そして少し戻って左に進む

と鶴ヶ峰神社の案内板があり、それに従って細い道を上りきったところに鳥居が二つ見えてきます。 

お参りがすんだら済んだら、神社の脇を更に上っていくと、突き当りに「駕籠塚」があります。 
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＊これは重忠公の死を伝え聞いた妻が駆けつけてみると、あまりにも凄まじい最後を見て落胆し、自

刃してしまいます。これを憐れんで駕籠ごと埋葬したとのことです。 

 

上の写真は薬王寺とその境内にある六つ塚そして

鶴ヶ峰神社とその脇の坂道と、上りきったところに

ある駕籠塚、その先の「鶴ヶ峰配水池」工事現場の

塀の脇のタンポポの道です。 

そこを抜けると最高地点で素晴らしい展望が目に

飛び込んできます。 

さらに進むと左手に公園に下る階段が現れます。 

運動場や子供の遊びがあり、右手に見て限りなく

下っていくと「白根地区センター」に到着です。こ

こでしばらく休憩です。 
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地

地区センターを出ると眼下にバス通りが見えて 

います。この道をスロープで反対側にわたり、林の

中を進むと白糸の滝が現れます。周囲は紅葉に囲

まれていて、秋にもう一度訪れたくなる場所です。 

この白根公園を下りきったところに万葉の歌碑が

あります。 

＊これは昔、防人として九州へ出かける夫の妻へ

の思いを綴った歌です。「心配するなよ、元気の帰

ってくるから・・寂しい時は西の山にかかる雲を見

て私だと思ってください」と書かれています。これ

に対して妻が送った歌には「あなたが元気に帰っ

てくるまで、貴方のことを思いながら帯も解かず

に寝て、待っています」と書いたそうです。この当

時は出張の費用や食料もすべて自弁で、途中で病

になったり、餓死したりして行きつかなかった人も

多くいたそうです。その先の急な階段を息を切ら

せながら上り詰めたところに白根神社があります。

そしてまた階段を下って川に沿って下っていきま

す。この周辺は紅葉が多く見られます。 
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龍泉橋のたもとにある案内板を確認して進むと直ぐに白根不動尊があります。 

境内には大きな横浜市指定の銘木「いろはもみじ」があります。その裏手に蛇塚があります。振り向

くと水道橋（相模湖から送られてくる）が奥に通っています。不動尊の裏手にある蛇塚すぐ後ろに

水道橋が架かっています 

白根不動尊の境内には「イロハモミジ」も          白糸の滝より流れに沿って下ります 

 

さらに川に沿って下り、新不動橋を渡り、中堀川にかかる不動橋を過ぎて「不動尊入口」の案内を確認                  

愛宕の信号に出ます。信号を渡ると帷子川に合流します。そこを過ぎて国道 16号線に出た左側に「白

根村道橋改修碑」があります。信号を渡って右へ、直ぐに左折して帷子川に沿って下り、用賀下橋のと

ころで「帷子川親水緑道」に入ります。素晴らしい小道を流れに沿って進みます。池と庭園のあるゾー

ンで終点。 トイレもあります。 階段を上がって少し進めば鶴ヶ峰バスターミナルです。 
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親水緑道入口 

 

この緑道は帷子川の改修に

伴い作られた緑道で、可愛

い流れに沿って進めば、 

鶴ヶ峰駅やバスターミナル

に出ます。 

快適な小道が続き何度でも

歩きたいところです。 

 

Ｃ班の方のコース 

全コース 約３時間を要しますので、Ｃ班の方は途中ショートカットをして歩きます。アップダウンの負荷

のかからないところを歩きます。リーダーに従って歩いてください。なお、暑くなるので飲み物は必ず

ご持参ください。                                 鈴木 


